
金沢大学環日本海域環境研究センターの低

レベル放射能実験施設の 50周年記念式典

が10月 12日（日）13:30-16:40，能美

市辰口福祉会館大研修室で開催されました。

低レベル放射能実験施設は 1970年に日本

学術会議研究推進小委員会からの要請を受

け，学内共同利用の「環境放射能研究セン

ター」として概算要求し，1975 年に金沢

大学理学部附属低レベル放射能実験施設と

して認められ，1976 年 5月 20 日に開所

式を迎えました。2002 年 4月には理学部

附属の低レベル放射能実験施設・植物園・

臨海実験施設と工学部の電磁場制御施設が

統合して自然計測応用研究センターが発足

しました。2007 年 4月には自然計測応用

研究センターが改組され，環境研究に集約

した環日本海域環境研究センターが設立し，

放射性核種を用いて環境動態を解析する環

日本海域環境研究センターの施設として位

置付けられました。低レベル放射能実験施

設は 1981 年 6 月に建屋が 2倍に拡張さ

れ，2013 年 8 月から 2014 年 3 月まで

耐震補強工事を行ないました。初代の低レ

ベル放射能実験施設の施設長は阪上正信教

授（1976.4 ～ 1987.3），２代目は上野馨

教授（1987.7 ～ 1996.3），その後は小村

財）海洋生物環境研究所の城谷勇陛氏から

観測結果についての説明がありました。な

お，記念式典への参加者は卒業生を中心に

50名に達し，盛会のうちに終了しました。

記念式典終了後に，同施設の多目的ホール

で 17:30-20:30 に懇親会が開催されま

した。石川県の地酒とともに，参加者が持

参した各地のお酒・ワインが披露されまし

た。低レベル放射能実験施設のスタッフ，

学生，さらに卒業生，計 40名が出席し，

交流を深めるとともに，今後の低レベル放

射能実験施設の研究と教育の展開につい

て，それぞれの立場から今後も低レベル放

射能実験施設を支援する思いを共有する

ことができました。

和久教授（1996.4 ～ 2008.3），山本政

儀教授（2008.4 ～ 2015.3），長尾誠也

教授（2015.4 ～）が低レベル放射能実

験施設を運営しています。現在は長尾誠

也教授，井上睦夫准教授，落合伸也助教，

松中哲也助教と事務補佐員 1名，技術補

佐員1名，学生10名の計 16名が研究教

育活動に従事しています。

記念式典では金沢大学副学長の長谷部徳

子教授からお祝いの言葉が寄せられまし

た。講演では，前施設長の山本政儀名誉

教授から「金沢大学低レベル放射能実験

施設（LLRL）50 周年の歩みを振り返っ

て」，現施設長・環日本海域環境研究セン

ター長の長尾誠也教授からは「新たな低

レベル放射能研究を目指して」とした低

レベル放射能実験施設の将来の研究展開

が紹介されました。星稜高校教諭・環日

本海域環境研究センター連携研究員の山

﨑誠二氏から「尾小屋地下測定室30周年」

と題して，尾小屋地下測定室の立ち上げ

状況が紹介されました。さらに，低レベ

ル放射能実験施設の事故時対応として，

JCO 事故に関しては（公財）日本海洋科

学振興財団むつ海洋研究所の小藤久毅氏，

福島第一原子力発電所事故については（公

YOUは何しに日本へ？というテレビ東京の

人気番組があります。金沢で見られるかは

さておき。中国でも“你在这住的理由（あ
なたがここに住む理由）”という番組もあ

り，人は「なぜ（わざわざ）異国に？」と

いうことに興味が惹かれがちなものです。

私が慣れ親しんだ東京を離れ南京へ転職し

たとき，多くの人に“なぜ？”と聞かれま

した。けれど私の場合の答えは単純で，や

りたい研究に素直かつすぐに飛び込むため

でした。

出発点は，現在金沢大学環日本海域環境

研究センター所属の石野先生の学位研究

です。本誌第19号で紹介されたとおり，

三酸素同位体組成（Δ17O）という指標か

ら大気化学反応を復元できます。南極域

の大気エアロゾルで硫酸の高いΔ17O値

が観測され（Ishino et al., 2021 JGR-

Atmos.），同様の傾向が雪試料でも確認

されました（Hattori et al., 2024 Appl. 

Geochem.）。その要因がメタンスルホン

酸(MSA, CH3SO3－）からの寄与であり，す

なわちMSAの生成経路に高いΔ17O値をもつ

酸化剤が関与することが示唆されました。

ならばMSAそのもののΔ17O値から，複雑

な大気硫黄化学反応を定量的に制約できる

――これが私(たち)の着想でした。

ただし，当時用いていたガスソース同位体

比質量分析計では，MSAから高収率でO2

を生成し高精度にΔ17Oを測るのが難しく，

MSAは硫酸より存在量が少ないため必要試

料量の面でも現実的ではありませんでした。

制約を超える鍵として選んだのが，分子をソ

フトにイオン化し高分解能で同位体分子を直

接読むオービトラップ質量分析計です。この

着想にすぐ着手するため，私は2022年に南

京大学にできたばかりの国際同位体効果研

究センター（ICIER, https://www.icier-nju.

org/）へ移り，オービトラップ質量分析計を

用いた分析法開発に着手しました。

もちろん，分析法を開発し論文発表するに

は，紆余曲折がありました。フラグメント

化によるSO3－イオンの生成(13Cの干渉を排

除)の検討，確度の検証のためのオフライン

法での分析も含め, ほぼ3年の月日がかかり

ました。今年5月に Analytical Chemistry誌 

に公表した論文は，南京大学での最初の学生 

Hong Yihangさんとの共同執筆で，かつ私に

とって初のラストオーサー論文でもあり，日

本で温めた着想が南京で結実した節目になり

ました（Hong et al., 2025）。

現在は，実大気試料のMSAのΔ17O値デー

タを取得し，大気化学輸送モデル（GEOS-

Chem）の予測と照合して，驚くような成果

が出つつあります。必要試料量が小さいた

め，極域エアロゾルやアイスコアへの適用も

視野に入り，過去の海洋生物活動や大気化学

反応の時間的変遷を復元できる見通しが立っ

てきました。

私が南京にいる理由は決して派手ではありま

せん。けど，あのとき飛び込んだから今があ

ります。育てたアイディア・仮説をまっすぐ

進めること――それが異動の理由であり，今

も研究の中心です。
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ますが，これは意外な結果です。重金属は

通常，濃度が高くなると沈殿したり，堆積

物に吸着したりして，極端に濃度が高くな

ることはまれです。実際，オログ湖では鉛，

カドミウム，ヒ素といった重金属は比較的

低い濃度を保ったままなのです。この事実

は環境科学的にも大きな意義があります。

水位の低いオログ湖は乾燥化によって比較

的簡単に干上がってしまいます。干上がっ

た後に湖沼には塩が残るはずですが，ウラ

ンもまた塩として析出することが予想され

ます。重金属の健康影響は，その溶解性に

よって大きく左右されます。たとえば，重

金属を含む土壌であっても溶けださない限

り健康への影響はほとんどありません。し

かし，容易に溶け出す場合には高い毒性を

示します。すなわちオログ湖が干上がって

しまった後には，膨大な量の有害土壌が生

成してしまうということです。さらに，オ

ログ湖が位置する地域は，東アジアの黄砂

の発生源の一つに相当します。もしこの地

域で有害な塵が形成されれば，それが風と

共に拡散し，広域的な環境リスクへとつな

がる可能性があるのです。

留学生たちはモンゴルに戻ってしまい，お

およそ研究成果も論文としてまとめ終えま

した。おそらく，研究者としてオログ湖を

訪れることはたぶんないでしょう。ジンス

トの宿とカラオケ，ボートの上で留学生の

スマホから流れていた松たか子さんの歌，

二日酔いでつらそうな学生，振り返れば，

オログ湖は私にとって青春そのものだった

な（もっとも四十代の頃の話ですが）。

辺境でも村は点在していますが，必ずしも

宿泊に適した宿があるとは限りません。そ

ういった場合は，現地の人の住居（ゲル）

を間借りしたり，テントで夜を明かしたり

することになりますが，なかなかゆっくり

休むことができないのが難点です。その点，

オログ湖から車で約一時間の距離にあるジ

ンストという村には，食堂付きの宿があり

ます。しかも食堂の奥にはカラオケ室（VIP

ルーム）まであり，カラオケを楽しむこと

も可能です（ただし選曲リストはアルファ

ベットの前半までしかない）。次に，オロ

グ湖は気候がおだやかであること，そして

湖の水位が低いことが特徴です。私たちは

通常，手漕ぎボートで作業を行うため，水

難の危険とは常に隣り合わせです。一方，

オログ湖の深さは最大でも1メートルほ

ど，しかも波もほとんど立たないので，仮

にボートが水没しても歩いて岸まで戻れそ

うな安心感があります。

オログ湖の研究で得られた重要な成果は，

乾燥化による湖水中のウラン濃集現象を見

出したことです。オログ湖は乾燥地帯に位

置する塩湖で，流入する河川があるもの

の，流出する河川はありません。つまり湖

の水位は蒸発によりコントロールされてい

るのです。オログ湖はあまりに魅力的な場

所だったため，数年にわたり（特に理由も

なく）水質調査を続けてきました。ところ

が蓄積したデータを見返してみると，湖水

位の低下に伴って，ウラン濃度が湖の減少

分に見合うだけ濃くなることが分かりまし

た。塩水を煮詰めたら塩分が濃くなるだろ

う，ということで一見普通のようにも思え

我々のグループは，海水中の微弱放射性核

種を利用した海洋の物質動態の研究をし

ています。放射能といえは，広島・長崎原

爆，核実験，福島原発，さらに「危険」と

いう印象があります。今回はその逆，「低

いレベルからみた放射能」に焦点をあて，

当研究領域が管理・運営する尾小屋地下測

定室 ( 石川県小松市 ) を紹介します。例え

ば，静かな場所での会話では，非常に小さ

な声でも聴きとれます。微弱放射能測定も

同様，放射線のない空間が必要です。実際

は残念ながら，我々は常に天然の放射能に

囲まれており，これには地下測定室を利用

した宇宙線の防御および放射線 ( γ線 ) 測

定用のゲルマニウム (Ge) 検出器の特殊な

遮蔽が必要とされます。

そこで尾小屋鉱山跡トンネルの出番です。

尾小屋鉱山は，版籍奉還後に江戸時代の加

賀藩家老，横山家13代目の隆平氏が本格

的に鉱山経営に乗り出し，その後日本有数

の銅鉱山として繁栄しました (1971 年，

閉山 )。我々は石川県小松市の尾小屋鉱山

跡の，あたかも「秘密基地」のようなトン

ネルを微弱放射能測定室として使用して

います。尾小屋トンネル内は天然の凝灰岩

がむき出しになっており，入口より 290 

m 地点 ( 土かぶり 135 m) に測定室があ

ります。この測定室は，トンネルによる遮

蔽 ( 宇宙線強度はおよそ1/200)，ウラン

濃度が低い凝灰岩，両端がオープンで換気

がよい ( ラドン濃度が低い )，アクセスが

容易と，放射能測定のための好条件が揃っ

ています。

続いてGe 検出器を守る遮蔽材の話です。

鉛を含む鉱物には妨害放射性核種 210Pb が

多く含まれますが，鉛の分離・精製の後は，

環日本海域環境研究センターに赴任して以

来，私の野外調査フィールドはほぼモンゴ

ル一択です。パスポート（3冊分）を見返し

てみると，実に27回も渡航しておりました。

思い返せば，最初のころはモンゴルに行く

のが嫌だったな。日本を発つ飛行機は深夜

に現地に到着するのですが，当時の空港が

照明もまばらで，隙間風が吹きすさび，降

り立つたびに気分が滅入ったものでした。

どのタイミングでモンゴル行きが苦でなく

なったのかは，正直よく覚えていません。た

だ間違いなく言えるのは，モンゴル人留学

生たちが研究室に加わってからは，モンゴ

ル行きがすっかり日常の感覚になりました。

およそ十年前，モンゴルでは JICA ( 国際協

力機関 )の支援によって，日本に学生を留学

させるプログラムが始まりました。それまで

モンゴル国立大学と共同研究を進めていた

私たちにもその機会が巡ってきて，金沢大

学の大学院にもモンゴルからの学生がやっ

てくるようになったのです。そのプログラ

ムではモンゴルをフィールドとして環境を

テーマに研究を行うことが求められており，

気づけば頻繁にモンゴルへ足を運ぶように

なっていました。調査はドライバー付きの

レンタカーを借りて，首都ウランバートル

から辺境の調査地へ何時間もかけて向かい

ます。車窓に広がる果てしない草原を眺め

ながら，現地の遊牧民から調達する馬乳酒

に酔いしれる（アルコールが低いのであま

り酔わないが）。地上の楽園ですね。

今回紹介するオログ湖はモンゴル南部，ア

ルタイ山脈とハンガイ山脈の間の谷に位置

する湖です。オログ湖の素晴らしいところ

は宿のある村が近いことです。モンゴルの

22.3 年の半減期で減少を続けます。金沢

城は日本で唯一鉛瓦を敷いており，加賀藩

の美意識でしょうか，白く趣のある屋根瓦

は，金沢城を大変美しいものにしています。

我々は金沢大学旧城内キャンパスに残され

た廃棄直前の江戸時代の金沢城の鉛瓦を成

型し直し，遮蔽材として利用しています。

20‒30 年前の金沢大学では，鉛瓦の目的

は加賀藩の戦時に備えた「鉄砲の玉」の原

料という説が有力でしたが，この貴重な鉛

は，いまや我々の研究に欠かすことのでき

ない武器になっています。江戸時代に鉛瓦

が作られた時から我々の研究が始まった，

というのは言い過ぎでしょうか。鉄もGe

検出器の有効な遮蔽材ですが，戦後の鉄は

溶鉱炉の壁に埋め込まれた妨害放射性核種
60Co を含みます。1972 年の北國新聞に

は，戦艦陸奥を引き上げた後，金沢大学が

放射能測定の遮蔽材として「鉄材 2トン

を 73万円で購入した」，とあります。こ

のように妨害因子である宇宙線をトンネル

で，環境放射能を特殊な遮蔽材でブロック

しているのです。

放射性核種は，固有のエネルギー値の放射

線を放出しています。妨害放射線を除い

ていくことにより尾小屋地下測定室ではγ

線スペクトルのバックグラウンドレベルが

1/100 以下になり，ノイズに埋もれていた

放射線のピークが検出できるようになりま

した。福島第一原発事故以降，通常の Ge

測定器では検出のできない微弱放射性セシ

ウムの測定の大部分は，尾小屋地下測定室

において行われ，その成果は世界中に発信

されています。

10年でGe検出器を更新する研究機関もあ

りますが，尾小屋地下測定室で使用してい

るのは 20‒30 年前に購入した古い検出器

です。おもしろいことに，世界トップの低

レベル放射能測定は，検出器の技術進歩に

よるものではなく，金沢城鉛，尾小屋鉱山

跡トンネル，陸奥鉄と，江戸から昭和の加

賀藩を中心とした遺産などに支えられてい

るのです。

尾小屋地下測定室見学者の方の感想では，

「地下の微弱放射能測定室と聞いて，エレ

ベーターで地下に降りたらクリンルーム，

というのを想像していたら，実際はコウ

モリのいる洞窟を通ったら廃材 ( 金沢城鉛

と陸奥鉄？ ) が積んであるプレハブがあっ

た。」，という残念なものもありました。一方，

専門家はその唯一無二の必然性に感銘を受

けます。このように尾小屋鉱山跡の地下測

定室は，非常に面白いものです。ぜひ一度

お越し下さい。

Aug 2015

Aug 2016 July 2020

Sept 2020

C1

a

b

c

d

e

f

Oct 2017

Aug 2018

85 μg/L

⾯積：46 km2

⾯積：78 km2

⾯積：81 km2

⾯積：91 km2

⾯積：42 km2

⾯積：27 km2

44 μg/L

29 μg/L

29
40 26 μg/L

26 μg/L

69 μg/L

611 μg/L

My favorite My favorite

モンゴル・オログ湖 尾小屋地下測定室

お気に入りのフィールド お気に入りの研究施設

福士 圭介 井上睦夫

尾小屋地下測定室入口

地下測定室に設置され厳重に遮蔽された Ge 検出器

32

陸域環境領域 統合環境領域

モンゴルValley of Gobi Lakes の国際共同調査チーム

中央下段は若かりし日の長谷部徳子副学長

モンゴルの車窓から

オログ湖におけるウラン濃度の変化。水位の減少とともに

ウラン濃度は増加する。

金沢城石川門 ( 重要文化財 )

金沢城公園の前田利家像 ( 背景に金沢城 )



ますが，これは意外な結果です。重金属は

通常，濃度が高くなると沈殿したり，堆積

物に吸着したりして，極端に濃度が高くな

ることはまれです。実際，オログ湖では鉛，

カドミウム，ヒ素といった重金属は比較的

低い濃度を保ったままなのです。この事実

は環境科学的にも大きな意義があります。

水位の低いオログ湖は乾燥化によって比較

的簡単に干上がってしまいます。干上がっ

た後に湖沼には塩が残るはずですが，ウラ

ンもまた塩として析出することが予想され

ます。重金属の健康影響は，その溶解性に

よって大きく左右されます。たとえば，重

金属を含む土壌であっても溶けださない限

り健康への影響はほとんどありません。し

かし，容易に溶け出す場合には高い毒性を

示します。すなわちオログ湖が干上がって

しまった後には，膨大な量の有害土壌が生

成してしまうということです。さらに，オ

ログ湖が位置する地域は，東アジアの黄砂

の発生源の一つに相当します。もしこの地

域で有害な塵が形成されれば，それが風と

共に拡散し，広域的な環境リスクへとつな

がる可能性があるのです。

留学生たちはモンゴルに戻ってしまい，お

およそ研究成果も論文としてまとめ終えま

した。おそらく，研究者としてオログ湖を

訪れることはたぶんないでしょう。ジンス

トの宿とカラオケ，ボートの上で留学生の

スマホから流れていた松たか子さんの歌，

二日酔いでつらそうな学生，振り返れば，

オログ湖は私にとって青春そのものだった

な（もっとも四十代の頃の話ですが）。

辺境でも村は点在していますが，必ずしも

宿泊に適した宿があるとは限りません。そ

ういった場合は，現地の人の住居（ゲル）

を間借りしたり，テントで夜を明かしたり

することになりますが，なかなかゆっくり

休むことができないのが難点です。その点，

オログ湖から車で約一時間の距離にあるジ

ンストという村には，食堂付きの宿があり

ます。しかも食堂の奥にはカラオケ室（VIP

ルーム）まであり，カラオケを楽しむこと

も可能です（ただし選曲リストはアルファ

ベットの前半までしかない）。次に，オロ

グ湖は気候がおだやかであること，そして

湖の水位が低いことが特徴です。私たちは

通常，手漕ぎボートで作業を行うため，水

難の危険とは常に隣り合わせです。一方，

オログ湖の深さは最大でも1メートルほ

ど，しかも波もほとんど立たないので，仮

にボートが水没しても歩いて岸まで戻れそ

うな安心感があります。

オログ湖の研究で得られた重要な成果は，

乾燥化による湖水中のウラン濃集現象を見

出したことです。オログ湖は乾燥地帯に位

置する塩湖で，流入する河川があるもの

の，流出する河川はありません。つまり湖

の水位は蒸発によりコントロールされてい

るのです。オログ湖はあまりに魅力的な場

所だったため，数年にわたり（特に理由も

なく）水質調査を続けてきました。ところ

が蓄積したデータを見返してみると，湖水

位の低下に伴って，ウラン濃度が湖の減少

分に見合うだけ濃くなることが分かりまし

た。塩水を煮詰めたら塩分が濃くなるだろ

う，ということで一見普通のようにも思え

我々のグループは，海水中の微弱放射性核

種を利用した海洋の物質動態の研究をし

ています。放射能といえは，広島・長崎原

爆，核実験，福島原発，さらに「危険」と

いう印象があります。今回はその逆，「低

いレベルからみた放射能」に焦点をあて，

当研究領域が管理・運営する尾小屋地下測

定室 ( 石川県小松市 ) を紹介します。例え

ば，静かな場所での会話では，非常に小さ

な声でも聴きとれます。微弱放射能測定も

同様，放射線のない空間が必要です。実際

は残念ながら，我々は常に天然の放射能に

囲まれており，これには地下測定室を利用

した宇宙線の防御および放射線 ( γ線 ) 測

定用のゲルマニウム (Ge) 検出器の特殊な

遮蔽が必要とされます。

そこで尾小屋鉱山跡トンネルの出番です。

尾小屋鉱山は，版籍奉還後に江戸時代の加

賀藩家老，横山家13代目の隆平氏が本格

的に鉱山経営に乗り出し，その後日本有数

の銅鉱山として繁栄しました (1971 年，

閉山 )。我々は石川県小松市の尾小屋鉱山

跡の，あたかも「秘密基地」のようなトン

ネルを微弱放射能測定室として使用して

います。尾小屋トンネル内は天然の凝灰岩

がむき出しになっており，入口より 290 

m 地点 ( 土かぶり 135 m) に測定室があ

ります。この測定室は，トンネルによる遮

蔽 ( 宇宙線強度はおよそ1/200)，ウラン

濃度が低い凝灰岩，両端がオープンで換気

がよい ( ラドン濃度が低い )，アクセスが

容易と，放射能測定のための好条件が揃っ

ています。

続いてGe 検出器を守る遮蔽材の話です。

鉛を含む鉱物には妨害放射性核種 210Pb が

多く含まれますが，鉛の分離・精製の後は，

環日本海域環境研究センターに赴任して以

来，私の野外調査フィールドはほぼモンゴ

ル一択です。パスポート（3冊分）を見返し

てみると，実に27回も渡航しておりました。

思い返せば，最初のころはモンゴルに行く

のが嫌だったな。日本を発つ飛行機は深夜

に現地に到着するのですが，当時の空港が

照明もまばらで，隙間風が吹きすさび，降

り立つたびに気分が滅入ったものでした。

どのタイミングでモンゴル行きが苦でなく

なったのかは，正直よく覚えていません。た

だ間違いなく言えるのは，モンゴル人留学

生たちが研究室に加わってからは，モンゴ

ル行きがすっかり日常の感覚になりました。

およそ十年前，モンゴルでは JICA ( 国際協

力機関 )の支援によって，日本に学生を留学

させるプログラムが始まりました。それまで

モンゴル国立大学と共同研究を進めていた

私たちにもその機会が巡ってきて，金沢大

学の大学院にもモンゴルからの学生がやっ

てくるようになったのです。そのプログラ

ムではモンゴルをフィールドとして環境を

テーマに研究を行うことが求められており，

気づけば頻繁にモンゴルへ足を運ぶように

なっていました。調査はドライバー付きの

レンタカーを借りて，首都ウランバートル

から辺境の調査地へ何時間もかけて向かい

ます。車窓に広がる果てしない草原を眺め

ながら，現地の遊牧民から調達する馬乳酒

に酔いしれる（アルコールが低いのであま

り酔わないが）。地上の楽園ですね。

今回紹介するオログ湖はモンゴル南部，ア

ルタイ山脈とハンガイ山脈の間の谷に位置

する湖です。オログ湖の素晴らしいところ

は宿のある村が近いことです。モンゴルの

22.3 年の半減期で減少を続けます。金沢

城は日本で唯一鉛瓦を敷いており，加賀藩

の美意識でしょうか，白く趣のある屋根瓦

は，金沢城を大変美しいものにしています。

我々は金沢大学旧城内キャンパスに残され

た廃棄直前の江戸時代の金沢城の鉛瓦を成

型し直し，遮蔽材として利用しています。

20‒30 年前の金沢大学では，鉛瓦の目的

は加賀藩の戦時に備えた「鉄砲の玉」の原

料という説が有力でしたが，この貴重な鉛

は，いまや我々の研究に欠かすことのでき

ない武器になっています。江戸時代に鉛瓦

が作られた時から我々の研究が始まった，

というのは言い過ぎでしょうか。鉄もGe

検出器の有効な遮蔽材ですが，戦後の鉄は

溶鉱炉の壁に埋め込まれた妨害放射性核種
60Co を含みます。1972 年の北國新聞に

は，戦艦陸奥を引き上げた後，金沢大学が

放射能測定の遮蔽材として「鉄材 2トン

を 73万円で購入した」，とあります。こ

のように妨害因子である宇宙線をトンネル

で，環境放射能を特殊な遮蔽材でブロック

しているのです。

放射性核種は，固有のエネルギー値の放射

線を放出しています。妨害放射線を除い

ていくことにより尾小屋地下測定室ではγ

線スペクトルのバックグラウンドレベルが

1/100 以下になり，ノイズに埋もれていた

放射線のピークが検出できるようになりま

した。福島第一原発事故以降，通常の Ge

測定器では検出のできない微弱放射性セシ
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レベル放射能測定は，検出器の技術進歩に
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跡トンネル，陸奥鉄と，江戸から昭和の加

賀藩を中心とした遺産などに支えられてい

るのです。

尾小屋地下測定室見学者の方の感想では，

「地下の微弱放射能測定室と聞いて，エレ

ベーターで地下に降りたらクリンルーム，

というのを想像していたら，実際はコウ

モリのいる洞窟を通ったら廃材 ( 金沢城鉛

と陸奥鉄？ ) が積んであるプレハブがあっ

た。」，という残念なものもありました。一方，

専門家はその唯一無二の必然性に感銘を受

けます。このように尾小屋鉱山跡の地下測

定室は，非常に面白いものです。ぜひ一度

お越し下さい。
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金沢大学環日本海域環境研究センターの低

レベル放射能実験施設の 50周年記念式典

が10月 12日（日）13:30-16:40，能美

市辰口福祉会館大研修室で開催されました。

低レベル放射能実験施設は 1970年に日本

学術会議研究推進小委員会からの要請を受

け，学内共同利用の「環境放射能研究セン

ター」として概算要求し，1975 年に金沢

大学理学部附属低レベル放射能実験施設と

して認められ，1976 年 5月 20 日に開所

式を迎えました。2002 年 4月には理学部

附属の低レベル放射能実験施設・植物園・

臨海実験施設と工学部の電磁場制御施設が

統合して自然計測応用研究センターが発足

しました。2007 年 4月には自然計測応用

研究センターが改組され，環境研究に集約

した環日本海域環境研究センターが設立し，

放射性核種を用いて環境動態を解析する環

日本海域環境研究センターの施設として位

置付けられました。低レベル放射能実験施

設は 1981 年 6 月に建屋が 2倍に拡張さ

れ，2013 年 8 月から 2014 年 3 月まで

耐震補強工事を行ないました。初代の低レ

ベル放射能実験施設の施設長は阪上正信教

授（1976.4 ～ 1987.3），２代目は上野馨

教授（1987.7 ～ 1996.3），その後は小村

財）海洋生物環境研究所の城谷勇陛氏から

観測結果についての説明がありました。な

お，記念式典への参加者は卒業生を中心に

50名に達し，盛会のうちに終了しました。

記念式典終了後に，同施設の多目的ホール

で 17:30-20:30 に懇親会が開催されま

した。石川県の地酒とともに，参加者が持

参した各地のお酒・ワインが披露されまし

た。低レベル放射能実験施設のスタッフ，

学生，さらに卒業生，計 40名が出席し，

交流を深めるとともに，今後の低レベル放

射能実験施設の研究と教育の展開につい

て，それぞれの立場から今後も低レベル放

射能実験施設を支援する思いを共有する

ことができました。

和久教授（1996.4 ～ 2008.3），山本政

儀教授（2008.4 ～ 2015.3），長尾誠也

教授（2015.4 ～）が低レベル放射能実

験施設を運営しています。現在は長尾誠

也教授，井上睦夫准教授，落合伸也助教，

松中哲也助教と事務補佐員 1名，技術補

佐員1名，学生10名の計 16名が研究教

育活動に従事しています。

記念式典では金沢大学副学長の長谷部徳

子教授からお祝いの言葉が寄せられまし

た。講演では，前施設長の山本政儀名誉

教授から「金沢大学低レベル放射能実験

施設（LLRL）50 周年の歩みを振り返っ

て」，現施設長・環日本海域環境研究セン

ター長の長尾誠也教授からは「新たな低

レベル放射能研究を目指して」とした低

レベル放射能実験施設の将来の研究展開

が紹介されました。星稜高校教諭・環日

本海域環境研究センター連携研究員の山

﨑誠二氏から「尾小屋地下測定室30周年」

と題して，尾小屋地下測定室の立ち上げ

状況が紹介されました。さらに，低レベ

ル放射能実験施設の事故時対応として，

JCO 事故に関しては（公財）日本海洋科

学振興財団むつ海洋研究所の小藤久毅氏，

福島第一原子力発電所事故については（公

YOUは何しに日本へ？というテレビ東京の

人気番組があります。金沢で見られるかは

さておき。中国でも“你在这住的理由（あ
なたがここに住む理由）”という番組もあ

り，人は「なぜ（わざわざ）異国に？」と

いうことに興味が惹かれがちなものです。

私が慣れ親しんだ東京を離れ南京へ転職し

たとき，多くの人に“なぜ？”と聞かれま

した。けれど私の場合の答えは単純で，や

りたい研究に素直かつすぐに飛び込むため

でした。

出発点は，現在金沢大学環日本海域環境

研究センター所属の石野先生の学位研究

です。本誌第19号で紹介されたとおり，

三酸素同位体組成（Δ17O）という指標か

ら大気化学反応を復元できます。南極域

の大気エアロゾルで硫酸の高いΔ17O値

が観測され（Ishino et al., 2021 JGR-

Atmos.），同様の傾向が雪試料でも確認

されました（Hattori et al., 2024 Appl. 

Geochem.）。その要因がメタンスルホン

酸(MSA, CH3SO3－）からの寄与であり，す

なわちMSAの生成経路に高いΔ17O値をもつ

酸化剤が関与することが示唆されました。

ならばMSAそのもののΔ17O値から，複雑

な大気硫黄化学反応を定量的に制約できる

――これが私(たち)の着想でした。

ただし，当時用いていたガスソース同位体

比質量分析計では，MSAから高収率でO2

を生成し高精度にΔ17Oを測るのが難しく，

MSAは硫酸より存在量が少ないため必要試

料量の面でも現実的ではありませんでした。

制約を超える鍵として選んだのが，分子をソ

フトにイオン化し高分解能で同位体分子を直

接読むオービトラップ質量分析計です。この

着想にすぐ着手するため，私は2022年に南

京大学にできたばかりの国際同位体効果研

究センター（ICIER, https://www.icier-nju.

org/）へ移り，オービトラップ質量分析計を

用いた分析法開発に着手しました。

もちろん，分析法を開発し論文発表するに

は，紆余曲折がありました。フラグメント

化によるSO3－イオンの生成(13Cの干渉を排

除)の検討，確度の検証のためのオフライン

法での分析も含め, ほぼ3年の月日がかかり

ました。今年5月に Analytical Chemistry誌 

に公表した論文は，南京大学での最初の学生 

Hong Yihangさんとの共同執筆で，かつ私に

とって初のラストオーサー論文でもあり，日

本で温めた着想が南京で結実した節目になり

ました（Hong et al., 2025）。

現在は，実大気試料のMSAのΔ17O値デー

タを取得し，大気化学輸送モデル（GEOS-

Chem）の予測と照合して，驚くような成果

が出つつあります。必要試料量が小さいた

め，極域エアロゾルやアイスコアへの適用も

視野に入り，過去の海洋生物活動や大気化学

反応の時間的変遷を復元できる見通しが立っ

てきました。

私が南京にいる理由は決して派手ではありま

せん。けど，あのとき飛び込んだから今があ

ります。育てたアイディア・仮説をまっすぐ

進めること――それが異動の理由であり，今

も研究の中心です。
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